
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成30年11月14日

【四半期会計期間】 第59期第２四半期（自　平成30年７月１日　至　平成30年９月30日）

【会社名】 愛眼株式会社

【英訳名】 AIGAN CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　下條　三千夫

【本店の所在の場所】 大阪市天王寺区大道四丁目９番12号

【電話番号】 ０６－６７７２－３３８３（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　　佐々　昌俊

【最寄りの連絡場所】 大阪市天王寺区大道四丁目９番12号

【電話番号】 ０６－６７７２－３３８３（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　　佐々　昌俊

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

　

　

 

EDINET提出書類

愛眼株式会社(E03148)

四半期報告書

 1/22



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期
第２四半期
連結累計期間

第59期
第２四半期
連結累計期間

第58期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 （百万円） 8,610 8,544 16,344

経常利益 （百万円） 359 299 317

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 258 196 181

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 275 198 180

純資産額 （百万円） 14,266 14,311 14,171

総資産額 （百万円） 17,080 17,000 16,849

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 13.31 10.10 9.34

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 83.5 84.2 84.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 625 567 593

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △154 199 △142

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △285 △117 △346

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 2,328 2,898 2,249

 

回次
第58期
第２四半期
連結会計期間

第59期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自 平成29年
７月１日

至 平成29年
９月30日

自 平成30年
７月１日

至 平成30年
９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 9.17 6.96

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第58期第２四半期連結累計期間、第58期及び第59期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善を背景に、緩やかな景気

回復基調で推移いたしましたが、米国の通商政策動向など海外の政治・経済情勢の不確実性が影響し、依然とし

て先行き不透明な状況が続いております。また、個人消費につきましても、消費者マインドに改善の兆しが見え

るものの、未だ本格的な回復には至っておりません。

このような状況のもと当社グループは、お客様からの支持・信頼の獲得に照準を当てた諸施策による事業収益

の拡大を最重点課題とし、経営資源の効率的な活用を進め、成長軌道の一段高いステージへのステップアップを

図ってまいりました。

当第２四半期連結累計期間の経営成績は、主に眼鏡小売事業の既存店売上が前年比で僅かながら上回ったもの

の、売上高では8,544百万円（前年同四半期比0.8％減）と若干前年を下回り、売上総利益率は、主に品種別の売

上構成比の変化の影響によって0.7ポイント減少しました。一方、経費面では、経費コントロールの徹底に努め

たことにより、販売費及び一般管理費は5,599百万円（前年同四半期比0.5％減）となりました。この結果、営業

利益は246百万円（前年同四半期比25.3％減）、経常利益は299百万円（前年同四半期比16.6％減）となりまし

た。また、特別損失として減損損失28百万円を計上したため、親会社株主に帰属する四半期純利益は196百万円

（前年同四半期比24.1％減）となりました。

 

当社グループにおける報告セグメントごとの状況は次のとおりです。

 

［眼鏡小売事業］

当社グループの中核事業である国内眼鏡小売事業につきましては、眼鏡専門店として永年培ってきた安心の視

力・聴力補正技術、高い専門性を要する商品提案力と接客・サービス力の全てが結集した愛眼ブランドの強化を

推進してまいりました。

商品につきましては、「目の健康」をテーマとして、幅広い年齢層の多岐にわたるニーズに対応した快適で機

能的な高付加価値商品を開発することで、品質・価格の両面において、競争力があり、お客様にとって納得の商

品の品揃えの拡充に取り組んでおります。

売上高につきましては、主に低価格帯商品の販売数の減少等により伸び悩みました。品種別では、サングラス

は、販売促進を進めましたが、売上は、前年同四半期比で若干減少しました。一方、補聴器は、販売促進を強化

したことに加え、店舗におけるお試しレンタルサービスとアフターケアがお客様より好評を得ており、引き続き

順調に推移しております。

店舗につきましては、２店舗を閉店し、既存店の活性化を目的とした改装を８店舗で実施しました。

この結果、眼鏡小売事業における売上高は8,187百万円（前年同四半期比0.5％減）、セグメント利益は307百

万円（前年同四半期比21.2％減）となりました。

 

［眼鏡卸売事業］

眼鏡卸売事業につきましては、得意先小売店に対する新規開発商品の投入や販売支援に努めるとともに、新規

取引先の開拓に取り組んでおりますが、売上高は235百万円（前年同四半期比3.8％減）となり、セグメント損失

は０百万円（前年同四半期はセグメント損失０百万円）となりました。

 

［写真館事業］

愛写館３店舗を営む写真館事業につきましては、お得な写真プランの充実を図るとともに、七五三写真前撮り

キャンペーン、成人式振袖レンタルキャンペーン、卒業式袴キャンペーンなどを展開し集客に努めましたが、市

場競争激化により厳しい状況が続いております。

この結果、写真館事業における売上高は45百万円（前年同四半期比16.7％減）、セグメント損失は36百万円

（前年同四半期はセグメント損失35百万円）となりました。
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［海外眼鏡販売事業］

海外眼鏡販売事業につきましては、中国での競争環境が引き続き厳しい状況にあるなか、既存店の採算の改善

に努めておりますが、店舗数の減少に伴い売上高は75百万円（前年同四半期比4.0％減）、セグメント損失は６

百万円（前年同四半期はセグメント損失６百万円）となりました。

 

（２）財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末に比べ、現金及び預金の増加等により150百万円

増加し17,000百万円（前連結会計年度末比0.9％増）となりました。また、負債合計は支払手形及び買掛金の増

加等により10百万円増加し2,688百万円（前連結会計年度末比0.4％増）となり、純資産合計は14,311百万円（前

連結会計年度末比1.0％増）で、自己資本比率は84.2％となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残高は、2,898百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動におけるキャッシュ・フローは567百万円（前年同四半期比9.3％減）となりました。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益265百万円、仕入債務の増加額121百万円、売上債権の減少額109百万

円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動におけるキャッシュ・フローは199百万円（前年同四半期は△154百万円）となりました。

　これは主に、投資有価証券の償還による収入300百万円、有形固定資産の取得による支出△109百万円によるも

のであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動におけるキャッシュ・フローは△117百万円（前年同四半期は△285百万円）となりました。

　これは主に、リース債務の返済による支出△59百万円、配当金の支払額△57百万円によるものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。
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（６）主要な設備

　設備計画の完了

①新設

　前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設について、当第２四半期連結累計期間に完了した

ものはありません。

 

②改修

　前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の改修について、当第２四半期連結累計期間に完了した

ものは、次のとおりであります。

地域別 事業所数 設備の内容 完了年月
投資金額

（百万円）

関東地域 営業店３店 眼鏡店舗 平成30年４月・９月 19

中部地域 営業店１店 眼鏡店舗 平成30年４月 2

近畿地域 営業店１店 眼鏡店舗 平成30年６月 8

計 － － － 29

　（注）上記金額には、消費税等を含んでおりません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

愛眼株式会社(E03148)

四半期報告書

 5/22



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 21,076,154 21,076,154
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 21,076,154 21,076,154 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（株）

発行済株式　
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金　
増減額　　
（百万円）

資本準備金　
残高　　　
（百万円）

平成30年７月１日～

平成30年９月30日
－ 21,076,154 － 5,478 － 6,962
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（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

有限会社佐々興産 大阪市生野区勝山北１丁目18－９ 2,138 11.02

愛眼共栄会 大阪市天王寺区大道４丁目９－12 885 4.56

愛眼従業員持株会 大阪市天王寺区大道４丁目９－12 771 3.97

株式会社瑞 堺市南区鴨谷台１丁27－２ 635 3.27

佐々　栄治 大阪市生野区 634 3.27

佐々　千恵子 大阪市生野区 442 2.28

佐々　善二郎 横浜市港南区 399 2.06

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町２丁目２－２ 360 1.86

下條　三千夫 堺市南区 316 1.63

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口５）
東京都中央区晴海１丁目８－11 304 1.57

計 － 6,888 35.49

　（注）自己株式が1,667千株あります。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  1,667,700
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,385,800 193,858 －

単元未満株式 普通株式     22,654 － －

発行済株式総数          21,076,154 － －

総株主の議決権 － 193,858 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株（議決権の数5個）含まれてお

ります。

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

愛眼株式会社

大阪市天王寺区大

道四丁目９番12号
1,667,700 － 1,667,700 7.91

計 － 1,667,700 － 1,667,700 7.91
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から

平成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,014 5,659

受取手形及び売掛金 ※ 937 ※ 827

有価証券 300 －

商品及び製品 2,177 2,100

原材料及び貯蔵品 36 36

その他 173 224

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 8,636 8,846

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,022 991

土地 1,887 1,887

リース資産（純額） 17 8

その他（純額） 149 202

有形固定資産合計 3,076 3,090

無形固定資産   

リース資産 38 29

その他 10 8

無形固定資産合計 49 38

投資その他の資産   

投資有価証券 1,050 1,055

敷金及び保証金 3,400 3,338

その他 636 630

投資その他の資産合計 5,087 5,025

固定資産合計 8,213 8,154

資産合計 16,849 17,000
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 540 ※ 660

未払法人税等 186 143

賞与引当金 120 131

その他 1,152 1,130

流動負債合計 1,999 2,065

固定負債   

繰延税金負債 49 51

再評価に係る繰延税金負債 6 6

資産除去債務 336 334

リース債務 124 69

その他 160 160

固定負債合計 678 622

負債合計 2,677 2,688

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,478 5,478

資本剰余金 6,962 6,962

利益剰余金 5,108 5,245

自己株式 △1,050 △1,050

株主資本合計 16,497 16,635

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 113 118

土地再評価差額金 △2,471 △2,471

為替換算調整勘定 31 28

その他の包括利益累計額合計 △2,325 △2,323

純資産合計 14,171 14,311

負債純資産合計 16,849 17,000
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 8,610 8,544

売上原価 2,656 2,698

売上総利益 5,954 5,846

販売費及び一般管理費 ※１ 5,624 ※１ 5,599

営業利益 330 246

営業外収益   

受取利息 5 4

受取配当金 6 5

受取家賃 33 34

その他 19 30

営業外収益合計 64 76

営業外費用   

支払利息 1 －

固定資産除却損 5 1

賃貸費用 21 20

その他 7 0

営業外費用合計 34 22

経常利益 359 299

特別損失   

投資有価証券売却損 － 1

投資有価証券評価損 － 3

減損損失 ※２ 5 ※２ 28

特別損失合計 5 34

税金等調整前四半期純利益 354 265

法人税、住民税及び事業税 94 69

法人税等調整額 1 0

法人税等合計 95 69

四半期純利益 258 196

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 258 196
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 258 196

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 18 5

為替換算調整勘定 △1 △2

その他の包括利益合計 16 2

四半期包括利益 275 198

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 275 198

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 354 265

減価償却費 78 86

減損損失 5 28

賞与引当金の増減額（△は減少） 122 11

売上債権の増減額（△は増加） △121 109

たな卸資産の増減額（△は増加） 29 74

仕入債務の増減額（△は減少） 85 121

その他 153 △31

小計 707 666

利息及び配当金の受取額 12 11

利息の支払額 △1 －

法人税等の支払額 △96 △111

法人税等の還付額 3 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 625 567

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 △0

定期預金の払戻による収入 － 1

有形固定資産の取得による支出 △187 △109

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

投資有価証券の売却による収入 0 －

投資有価証券の償還による収入 － 300

その他 35 10

投資活動によるキャッシュ・フロー △154 199

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △225 －

リース債務の返済による支出 △60 △59

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △0 △57

財務活動によるキャッシュ・フロー △285 △117

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 184 648

現金及び現金同等物の期首残高 2,144 2,249

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,328 ※ 2,898
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

受取手形 １百万円 ０百万円

支払手形 49 95

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

   至 平成29年９月30日）

 当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
   至 平成30年９月30日）

給料 2,045百万円 2,011百万円

退職給付費用 83 81

賞与引当金繰入額 122 131

賃借料 1,285 1,285

 

※２．減損損失

前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

　当社グループは、減損損失を認識するにあたり、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として営業店

舗、共用資産として本社設備等をグルーピングしております。

　減損損失の認識に至った経緯として、昨今の競争激化等により店舗等の収益性が低下しているため、資

産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（５百万円）として計上してお

ります。

　その内訳は、建物及び構築物４百万円、その他０百万円であります。

　なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額により測定しており、土地については路線価による相続

税評価額に基づき評価し、その他の資産については、処分見込価額としております。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

場所 用途 種類 金額

　大阪府等  　店舗 　建物及び構築物 22百万円

   　その他 1百万円

　大阪府等  　共用資産 　工具、器具及び備品 2百万円

   　ソフトウエア 2百万円

　合　　　計 28百万円

　当社グループは、減損損失を認識するにあたり、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として営業店

舗、共用資産として本社設備等をグルーピングしております。

　減損損失の認識に至った経緯として、昨今の競争激化等により店舗等の収益性が低下しているため、資

産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（28百万円）として計上してお

ります。

　なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額により測定しており、土地については路線価による相続

税評価額に基づき評価し、その他の資産については、処分見込価額としております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 5,085百万円 5,659百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,756 △2,761

現金及び現金同等物 2,328 2,898

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

　配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

　配当金支払額

（決　議）
株式の
種類

配当金
の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 58 3  平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 眼鏡小売 眼鏡卸売 写真館

海外
眼鏡販売

売上高        

外部顧客への売上高 8,232 244 54 78 8,610 － 8,610

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 44 － － 44 △44 －

計 8,232 288 54 78 8,655 △44 8,610

セグメント利益又は損失

（△）
390 △0 △35 △6 348 △18 330

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

　　　　　セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去８百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△26百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない四

半期連結財務諸表提出会社の費用です。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 眼鏡小売 眼鏡卸売 写真館 海外眼鏡販売 全社・消去 合計

減損損失 5 － － － － 5

（注）「全社・消去」の金額は、報告セグメントに配分していない全社資産に係るものであります。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 眼鏡小売 眼鏡卸売 写真館

海外
眼鏡販売

売上高        

外部顧客への売上高 8,187 235 45 75 8,544 － 8,544

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 45 － － 45 △45 －

計 8,187 280 45 75 8,589 △45 8,544

セグメント利益又は損失

（△）
307 △0 △36 △6 264 △17 246

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

　　　　　セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去６百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△23百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない四

半期連結財務諸表提出会社の費用です。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 眼鏡小売 眼鏡卸売 写真館 海外眼鏡販売 全社・消去 合計

減損損失 10 － 18 － － 28

（注）「全社・消去」の金額は、報告セグメントに配分していない全社資産に係るものであります。
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（金融商品関係）

該当事項はありません。

 

 

（有価証券関係）

該当事項はありません。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益 13円31銭 10円10銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 258 196

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（百万円）
258 196

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,408 19,408

　（注）前第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年11月13日

愛眼株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 浅井　愁星　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 小松野　悟　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている愛眼株式会社

の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に

準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当

と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、愛眼株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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